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農業センサス「農業集落カード」１９９５年版
　８枚　版
榊　原　和　弘
／センサス
　古代ローマ帝国では、ローマ市民の数、市民の担税力、１家族から何人徴兵可能かなどの市民原簿登録を行
ない、帝国の運営を図る課税と軍事奉仕の基礎として、定期的に調査を行なっていた。その統計調査をラテン
語でケンスス（。英語「センサス」の語源）といい、のちに大規模な人口調査、あるいは全数調査をさ
すまでとなった。
　「」の一語が消滅することなく、ある国家や組織の構成員および構造を把握する意義と、統計調査の
重要性をいまに伝えているように、農業の世界においても、食料の安定供給をはじめとする、地域社会の発展、
自然環境の保全などの側面からセンサスは不可欠な調査となっている。農業の国勢調査として知られる農業セ
ンサスは、日本では農林省主導により、１９３８年に農家一斉調査としてはじめて実施されているが、農家の経済
的性格の変化、農業生産構造の変化を包括的に把握することを目的とし、（国連食糧農業機関）が世界規
模による実施を提唱した１９５０年から、わが国も本格的に参加するようになったのである。
データ
　農林統計協会編『１９８５年農業センサス読本』（１９８４年１０月発行）によると、「統計でとらえた数値は投網に入
った魚の数のようなもの」である。統計調査における４つの必須要件、いつ（時間）、どこで（場所）、なにが
（標識）、いくつ（単位）のうち、標識は網目の大きさを意味する。目の大きすぎる網を海に投じるとほとん
どの魚を逃がし、数値的に曖昧な結果をもたらすことになる。また逆に目が細かすぎると、専門家でしか見分
けのつかない雑魚が混じって調査誤差を引き起こしかねない。すなわち、適切な網目の大きさで標識を定義し
ないと、捕らえた魚は現実的な調査結果として朝のマーケットに並べられないことになる。「標識」さえ決ま
れば、おのずと単位も定められ、「稲を作った田」の標識に対する単位は
（ヘクタール）、（アール）となるわけである。
　「農村の地域社会における最小の単位」として存在する農業集落は、農
家が実生活を営む社会集団であり、おのおのの農家が所有する散在した耕
地を空間的にまとめあげる地理的単位でもある。農林水産省では、１９７０年
以降、５年毎に、約１４万の農業集落を対象に農業センサスを実施し、だれ
が世帯主を務め、どれくらいの広さの土地を用いて、どんなたぐいの農作
物を作り、いくらの販売実績を収めているのか等々の詳細を、調査データ
「農業集落カード」として整理、統合し、農林統計協会が磁気テープやフ
ロッピーディスク（マイクロフィッシュ版は１９９５年より提供中止）などを媒体として提供している。
　関西大学図書館が所蔵している１９９５年農業センサス農業集落カードは、１９７０年から６回分のセンサス結果を
デジタル化して収録した版で、随所に電子媒体なら
ではの点が見うけられる。北海道から九州まで、エリア別に
分類された８枚のディスクのなかから、みずからが検索対象
とする地域を選択して起動させ、「都道府県」→「市区町
村」・・・→「集落」といった各項目を任意指定するのみで、
時系列での検索、比較も対象に含めた膨大な情報のなかから、
目的とするデータを抽出することが可能である。システムで
の一連の動作はマウスのクリックのみでほぼ全ての処理が完
了し、検索結果は＊１形式で保存され、	
	
（マイクロソフト　エクセル）などの表計算ソフトを使った
データの加工も容易に行なうことができる。
図書館フォーラム第５号（２０００）
２６
電子の逸品
　１９９３年の（関税および貿易に関する一般協定　	
の略称）における
ウルグアイ・ラウンド農業合意により、わが国の農業はいっそうの変容を見せはじめ、これまでになく厳しい
国境措置の下に置かれることとなった。１９９５年より米のミニマム・アクセス（最低輸入量）＊２が開始され、食
料増産から輸入自由化へと農業構造が変化していることは周知の通りである。農家数が年々減少するなかで行
なわれる農業経営の組織化や法人化。農業就業人口の地域格差の広がり。農業従事者の高齢化。これらの現象
が如実に示しているように、農業の将来と農政の新しいあり方が問われる時代であるからこそ、多様化したデ
ータを迅速に、そして包括的に検索できる図書資料が必要なのである。本学図書館が新たに所蔵したこの電子
資料の利用頻度が顕著で、利用者への貸し出しに追われながら、うれしい悲鳴をあげる日々が続くことからも、
その資料価値の高さはつとに知られているはずであるが、先の見えない農業情勢を考えながら集落カードのデ
ィスク８枚を眺めてみると、数ある資料のなかでも逸品であるように思われてならない。
＊１）　（	
）形式
ファイルにデータを記録する時のフォーマット。１レコード内のデータをカンマで区切って１行に並べる。データベースソ
フトなどで広く採用されている。
＊２）ミニマム・アクセス（	

　最低輸入量）
１９８６年９月～１９９４年４月に行なわれたウルグアイ・ラウンド農業交渉の決定にもとづいて日本が受け入れた米輸入の部分的
開放。１９９５年４月から国内消費量の４（３７万９千トン）を最低輸入枠と定め、恒常的に拡大していき、２０００年には８（７５
万８千トン）まで引き上げることが義務づけられている。
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